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外部講師（大学教授等）研修案内

学力向上に向けて学力向上に向けて 2222 授業改善・指導技術 ⑫

研修の感想・・・新任生徒指導主事研修

５月２６日（火）道徳主任等研修 押谷由夫（昭和女子大）

６月２９日（月）校長研修 柿本 勇（心理開発教育研究所長）

７月２７日（月）幼児教育講座① 柴崎正行（大妻女子大）

８月 ２日（日）いわき市青少年育成大会

成田真由美（パラリンピック金メダリスト）

８月 ４日（火）子ども理解講座Ⅰ 鈴木庸裕（福島大）

８月１７日（月）幼児教育講座② 武藤安子（共立女子大）

８月１９日（水）不登校対策講座① 大河原美以（東京学芸大）

８月２１日（金）経験者研修Ⅱ・授業改善講座 宮前 貢（福島大）

９月 １日（火）生徒指導主事研 藤平 敦（国立教育政策研究所）

９月１５日（火）教頭研修 山極 隆（玉川大）

９月３０日（水）コーチング講座 山口一郎（共育コーチング研究会）

１０月２１日（水）キャリア教育講座 未定（大学教授）

１１月１４日（土）ＬＤ・ＡＤＨＤ等講座 田中洋二郎（立正大）

１１月１７日（火）幼小連携講座 篠原孝子（国立教育政策研究所）

１１月１８日（水）不登校対策講座②（独立行政法人教員研修セン
ター）

１１月２４日（火）授業力向上講座Ⅰ（小中・英語）筑波大附属教諭

１１月２５日（水）授業力向上講座Ⅰ（小・社会） 筑波大附属教諭

１１月２８日（土）不登校対策講座③（保護者） 高塚雄介（明星大）

１月１８日（月）教育評価講座 安彦忠彦（早稲田大）

１月１９日（火）授業力向上講座Ⅰ（小算数・中数学）筑波大附属教諭

１月２７日（水）授業力向上講座Ⅰ（小中・国語）筑波大附属教諭

１月２８日（木）授業力向上講座Ⅰ（小理科）筑波大附属教諭

２月 ６日（土）教育実践研究発表大会 未定（大学教授）

※ 多数の参加をお待ちしております。

～ 発問の仕方の工夫 その４ ～

２８～３０号に「発問・板書の仕方の工夫」を取り上げました。
今年度配布された「『よい授業』のすすめ」にも、発問・板書に
ついて、指導技術として、載せられています。今回は、「避けた
い発問」（発問のタブー）について考えてみました。

１ 抽象的で難しい発問
● 「昨日は○○の学習をしました。学習したことを言って下
さい。」では、１単位時間のどこの学習について答えるかわ
からない。

● 学習の対象、範囲、事柄などを明確に思い浮かべられ
ない発問は、子どもがとまどうだけでなく、授業のねらいに
せまることはできない。

２ 子どもの活動に即していない発問
● 話し合いや作業している時に、机間指導をしながら、全
体の子どもに投げかける発問をしないようにし、必要な時
には、聞くように指示したあとに、発問する。

３ つぶやきのような発問
● 「なぜできないんだろう。」などのように、なにげなく言って

しまう言葉は、懸命に学習している子どもにとっては、関係
ない言葉であり、言って欲しくない言葉である。

４ 内容の繰り返しや付け足しをする発問
● 「このお話に登場した人物は誰ですか。どんな人物です
か。名前は。」というような似た内容の繰り返しなど。

○ 子どもたちを取りまいている現実をきちんと把握する必要

性を感じました。中学生の事例であっても、やがては今教え

ている子どもたちが通る道なので、根気強く子どもたちの目

線に立って指導する大切さを感じました。（小・Ｈ）

○ 小規模校なので、「子どもたち一人一人が見えている」とい

う思い込みにならないようしっかり見ていきたい。（小・Ｗ）

○ 特別支援を要する児童生徒への対応では、問題を多角的

にみるということで、大変勉強になった。（中・Ｎ）

お願い・・・いわき市総合教育センター各種研修会に参加さ

れる時には、４月に配布しました「よい授業」のすすめ
を持参してください。

今回は、「学級経営のヒント」をお休みします。

学力向上に向けて～子どもの学びに学ぶ～

「子どもは自然の中で、ゆっくりと、しかし着実に育つ」
この言葉を残したのは、生活科創設者の一人である西南女学院短
期大学講師の益地勝志先生です。自然から学ぶことがどれほど大
切かを一番如実に語っているのは、子どもたちの素顔ではないで
しょうか。子どもの柔軟で未熟である考えの中に、突拍子もなくおも
しろい考えがあり、それは、実はとても怖いということを先生方も身
にしみて感じたことはありませんか。
自分の実践や、先輩教師から聞いた授業の中で、子どもの学びか

らとても考えさせられた理科の授業を紹介します。

～子どもの学び①～
３年「理科」～こん虫のからだのつくり～

こん虫のからだのつくりが、【あたま・むね・はら】の３つに
分かれていることを学習した後の子どものつぶやき（発言）
「こん虫のからだは、あたま・むね・はらって三つに分かれて
いるって言うけど、テントウムシなんかちょっと無理だよね。」
「蜘蛛なんかは足が８本だけど、こん虫のなかまに入れてあ
げてもいいんじゃない？」
「人間だって、あたま・むね・はらって分かれているじゃん！」

～子どもの学び②～
５年「理科」～たねの発芽～

教師が事前に準備した種子（インゲン、トウモロコシ）を使っ
て授業を展開していたところ、ある子どもは自分の家からスイ
カの種子を持ってきた。「これも発芽するかな？」
あらかじめ、すぐに発芽する種子を準備して授業を展開しよ

うとした教師の種よりも、その子が持ってきたスイカの種子が
発芽した。「実（スイカ）がなるといいなあ。」子どものたちの目
の色が変わりました。

こういう子どもはどのように育ってきたのでしょうか。低学年、いや
幼稚園の頃から、温かく見守られて育ってきたにちがいありません。
子どもの考えを知ろうとする基本姿勢を根底に据え、子どもの声に

耳を傾けようとする心構えを持つとき、今まで気づかなかった「子ど
もから学ぶ」ことができるようなってくるのだろうと思います。


